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山口県警察本部 
生活安全企画課 

身近なところから｢防犯力強化｣を！ 

～みんなで、声掛けあって、被害防止～ 

架空料金請求詐欺被害発生！ 

を で 

トラブル 
解決名目 

【発生日時】 
 令和３年５月初旬から同年８月初旬までの間 
【被害者】 
 光市居住 無職 Ａさん（８０歳代、女性） 
【事案概要】 
 Ａさん方に、ボランティア協会や公的機関等をかたる者から何度も電
話があり、「通販に登録された個人情報の削除手続」を発端に、登録情報
に関する暗証番号を漏えいした当事者に仕立て上げられ、トラブルに巻
き込まれたように装い、裁判所への一時預り金として宅配便で現金を送
付させられ、だまし取られたもの。 
 さらに、後日、手数料として、電子マネーカードを購入し、その固有番
号を教えるよう指示され、電子マネーもだまし取られたもの。 

手口の特徴 

● 何日も電話が続き、様々な登場人物が出る 

● 「逮捕される」「刑務所に入れられる」等と脅す 

● 高額の現金を宅配便で送付させる 

● 現金を ATM で何度も出金させる 

被害を防止するために 

○ 留守番電話設定やナンバーディスプレイを活用して、知ら

ない相手からの電話には出ない 
○ 電話でお金を要求されたら、家族や警察にすぐに相談する 


